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          人づくり革命 基本構想（平成 30 年 6 月） 資料４ 

（「大学改革」、「リカレント教育」関係分部抜粋） 

第１章 基本構想の考え方 

我が国は、健康寿命が世界一の長寿社会を迎えており、今後の更なる健康寿命の延伸も期待される。こう

した人生 100 年時代には、高齢者から若者まで、全ての国民に活躍の場があり、全ての人が元気に活躍し続

けられる社会、安心して暮らすことのできる社会をつくる必要があり、その重要な鍵を握るのが「人づくり革

命」、人材への投資である。 

(略) 

第六に、より長いスパンで個々人の人生の再設計が可能となる社会を実現するため、何歳になっても学び

直し、職場復帰、転職が可能となるリカレント教育を抜本的に拡充する。 

（略） 

第七に、18 歳人口が大幅に減っていく中、人材育成を担う大学自体も変わらなければならない。例えば、

実際、600 校ある私立大学では、39％が定員未充足、41％が赤字となっているなど、時代のニーズ、地域の

ニーズ、産業界のニーズに合った教育機関へと変革するため、国公私立問わず、大学改革を進める。 

(略) 
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第４章 大学改革 

大学は、知の基盤であり、イノベーションを創出し、国の競争力を高める原動力である。人づくり革命を牽引

する重要な主体の一つとして、時代に合ったかたちに大学改革を進めなければならない。 

（各大学の役割・機能の明確化）（大学教育の質の向上）（学生が身に付けた能力・付加価値の見える化） 

（経営力の強化）（大学の連携・統合等）（高等専門学校、専門学校等における実践的な職業教育の推進） 

第５章 リカレント教育 

リカレント教育は、人づくり革命のみならず、生産性革命を推進するうえでも、鍵となるものである。リカレン

ト教育の受講が職業能力の向上を通じ、キャリアアップ・キャリアチェンジにつながる社会をつくっていかなけ

ればならない。 

（教育訓練給付の拡充） 

（産学連携によるリカレント教育） 

「先行分野におけるプログラム開発」、「技術者のリカレント教育」、「在職者向け教育訓練の拡充」、「実務

家教員育成のための研修」、「生産性向上のためのコンサルタント人材の養成」、「長期の教育訓練休暇に

おけるリカレント教育に対する助成」 

（企業における中途採用の拡大）


